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環境省
本計画の主目的は「世界遺産登録地」の健全な生態系の保全。
隣接する地域での人間生活との軋轢の軽減は付随するものであって上記目的と並列ではない。本計画の主目的のたてまえはご指摘のとおりであるが、世界自然遺産計画で呼ぶ緩衝地域が、現実的なバッファー機能を持たない以上、隣接地域での軋轢軽減を並列しないと、全体計画にはならないと思う（梶）
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環境省
前回提示の書き振りに統一
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環境省
この章の各項目については今後ＭＬ等を用いて具体的な議論を期待。
今回は、各地域毎に一般的、定性的な記述を行う。知床岬地域については、他と比べてやや具体的な記述が可能かもしれない。
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環境省
核心地域との違いは何か？
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環境省
基本的に、当該地域のエゾシカ保護管理は北海道が責任をもって行う事項であり、北海道が策定すべき内容。
本計画では、「知床世界遺産地域内のエゾシカ個体群の適正な保護管理のためには、隣接地域においても遺産地域内の保全に資する管理を行う必要があり、北海道が「エゾシカ保護管理計画」に基づき行う各種計画・事業と十分連携・協力を図る」といった趣旨の記述にとどめる。
以下本章での記載内容については北海道と十分調整が必要であり全面書き直しもあり得る。

環境省
図面が必要。３町の全域ではない。隣接地域については点線でおおざっぱに線引きするのが現実的。
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